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特別助成金活動報告書（助成第２号様式） 
令和 ７年 １２月 １０日 

吉田財団設立４０周年記念事業 

令和７年度 特別助成金 活動報告書 

公益財団法人吉田学術教育振興会 

理事長 山倉 修一 殿 

助成事業の名称 
well-being（ウェルビーイング）の向上を目指す教育活動の取組 ～「オルレ」自然体験による

豊かな心を育む活動を通して～ 

学校名 久留米市外三市町高等学校組合立 三井中央高等学校 

学校長名 大 山   明 

報告者 日 隈   直 子 

事業の目的 
1. 自然や文化に触れ、豊かな心を育むとともに自然環境への意識を高める。 

2. 人や社会の well-being（ウェルビーイング）と自然環境とのつながりを理解する。 

実施日（期間） 令和７年 １１月 ４日（火） 

行事・活動の内容 

1. 九州オルレ認定協議会が設定しているコースを歩く。 

2. 地元の自然の保全・保護活動や歴史ある建物・文化などについて学ぶ。 

3. 自然環境と well-being（ウェルビーイング）について考察し、その成果を発表する。 

対象者・人数 全校生徒・職員 １０１名 

目標達成の状況 

1. 武雄の豊かな自然を感じ、自然を大切にすることが自身の生活を豊かにすることに

気づくことができた。 

2. 自然に接し、幸せやリラックスした気持ちを持つことができることを体感することを通し

て、自然とウェルビーイングとのつながりを理解することができた。 

教育的効果・成果

に対する所見等 

長距離を歩くため、途中棄権が出ると予想していたが、全員完歩することができた。自然

の中を仲間と歩くことで、メンタルヘルスの向上につながり、身体的健康にもよい影響を

及ぼすことができたと感じた。心と身体のウェルビーイングに成果があったと考える。 

３年先の姿（希望） 

に向けた活動計画 

1. 環境保全や保護のための活動を、学校生活の中で実践する。 

2. SWGｓ(Sustainable Well-being Goals)達成のために何ができるかを考える。 

3. 社会的課題に関心を持ち、企業や行政機関等と連携しながら解決策を考え、具体的実

践に取り組む。 

経費区分 合計金額 
会計報告 

備考 
助成金 自己負担 

講演料等 43,000 30,000 13,000 オルレガイド謝金等 

会場費等     

交通費等 301,910 300,000 1,910 貸切バス等 

宿泊費等     

調査・研究費     

雑 費 3,564  3,564 損害保険代 

合 計 348,474 330,000 18,474  
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※ 助成金の使途については、領収書（写し可）を任意の台紙に添付して、ご報告願います。 

 活動状況の写真等（当日の様子など） 

   

 

 

 

 

今後の活動見通し・課題 

令和８年３月に閉校を迎えますが、生徒たちには、この活動で感じた自然との共生の大切さや well-being とのつな

がりを今後の生活の中でも忘れずに実践し、豊かな人生を歩んでいってほしいと思っています。今回、本校の教

育活動にご支援いただきまして誠にありがとうございました。 

事前に専門のガイドの方に、オルレ参加においての諸注意等を説明していただき、ルールに則ってコースを

歩きました。自然豊かなコースを仲間とともに歩くことで、自然の持つ well-being 効果を十分に感じるとともに、

自然保護の意識も向上させることができました。武雄の文化や名物なども知ることができ有意義な活動になり

ました。 
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